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蒲沼遺跡は八郎潟地区の県営ほ場整備事ー業に係わる遺跡で、県農政部より昭和56

年度に実施する計画が提出されました。その中で現水路を深くして拡幅または新

設する計画があり、地下の盟蔵物に影響を及はすと考えられました。そこで県教

では、水路部分の発掘調査を行って記録保存を図ったものであります。

調査の結果、遺構は検出きれず平安時代の土器一、中世後半から近世にかけての

陶磁器、他に木製品等が出土しました。本報告書はそれらをまとめたものであり

ます。本報告書2の刊行が関係各位に活用きれ、文化財保護に資する所があれば幸

甚に存じます。

に、秋田農林事務所土地改良課、八郎潟町教育委員会、土地所有者をはじ

め、調査の実施に御協力下きった方々に対し深く感謝の意を表します。

昭和57年 3月

'r 

秋田県教育委員会

教育長 白
田 山芳郎



{列 言 -
窓口

、秋田県南秋田郡八郎潟町蒲沼 150- 1他に所在する

蒲沼遺跡の範間確認識奈と発掘調査結果をまとめたものである。

2 出土遺物の鑑定は、胸磁器は秋田県立博物館館長 奈良修介、同館

磯村朝次郎、 ni] 藤原茂、武田事務所武田孝義(能代市)、

木製品は秋田県立博物館館長 奈良修介、秋田城跡発掘調査事務所職

員、石質は秋田県立博物館学芸主事 嵯l峨二郎の各氏にご指導、ご助

言を得た。記して感謝の意を表する。

3 土色の記載については、小山正忠、竹原秀雄編著 F新版標準土色帖」

をイ要用した。

4 報件書の執筆は第 2章、第 4章第 1節の lと2の土器については佐

藤雅子が、他は柴田陽一郎が担当した。

5 発tJ;J]，調査中及び報告書の出土遺物の写真撮影は柴田陽一郎が担当し

た。

6 出土遺物の挿図番号は範囲確認調査分と本調査分を5]Jjにし、土器、

陶磁器、土製品、石製品、金属製品、木製品の)11買にそれぞれ通し番号

を付した。図版もそれに従い同番号とした。
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第1章 はじめに

第 1節発掘調査に査る経過

蒲沼遺跡は昭和46年春、 に発見され、南秋田郡八郎潟町蒲沼150-1他に所

在し、秋田県遺跡地図に登録された、いわゆる周知の遺跡である。この地域が昭和国、 55年度

に実施される八郎潟地区の県営は場整備事業の地域内に入るため、昭和53年10月 16 日 ~21 日ま

で、秋田

吉日がj宣跡である

となうて、遺跡の範囲確認調査を行い、昭和55年度実施地域のー

きれた。

その後遺跡地内の県営ほ場整備事業は延期きれ、県農政部より昭和56年度に実施する計闘が

提出された。その中で現水路を深くして拡rlJ面または新設する計画があり、地 Fの埋蔵物に影響

を及ぽすと考えられた。そこで秋田県教育委員会では工事に先立ち水路部分の発掘調査を行っ

て記録保存を図り、今後の資料に資する事とした。

第 2範調査の組織と講成

遺跡名

遺跡所在地

調査期間

調査対ー象面積

調査協力機関

蒲沼遺跡

秋田県南秋田郡八郎潟町I蒲沼150-1他

昭和57年 6 月 1 日 ~6 月 30 日

1，075m' 

1， 075m' 

秋田県教育委員会

柴田陽一郎.(秋田県埋蔵文化財センタ一)

、佐藤雅子

秋田県秋田農林事務所土地改良課

八郎潟町教育委員

秋田県土地改良事業団体連

発掘調査参加者 草階金治、山内鎮雄、 二、伊藤金作、伊藤鉄雄、小玉久、小林茂

、伊藤繁夫、伊藤義和、石井エミ、畠山恵作子、相馬チサ、伊藤トモ

エ、小柳ノリ 伊藤キミ、谷村アエ、相馬ヒデ子(順不同)

杉原敬子、奈良淳子、右上尚子、佐藤真智子、保坂千秋、松本千秋、コ



浦るり子、大沢品子、小林弘、進藤滋、茂木淳子、高橋紀美、越後谷晴

美、武田美智子、藤井智子、池田リュウ子、佐藤せい子、高山比奈子、

小松睦子(順不同)
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第2章 遺跡の立地と環境

第 1節立地と環境

蒲沼遺跡は、奥羽本線八郎潟駅より西方約 1km、南秋田郡八郎潟町蒲沼150-1他に所在して

いる。本遺跡の周辺地形は、八郎潟残存出jに流入する最大河)11である馬場 tlJ 11が南方約 1kll1を

西流しており、東方には森山、三倉鼻の丘陵ーがある。森山は鈴虫の群生地として知られる山で

ある。南東方向には組山、駒頭ケ森を結JJ丘陵があり、このこつめ丘陵に L、だかれたかっこう

で湖東平野が広がっている。八郎潟桟存湖東部の段丘及び河)11の自然提防が発達して、県内有

数の水用地帯となっている。本遺跡も に近い水iH地帯の'-IJ している n

第2節歴史的環境

蒲沼遺跡(第 1図 1)の発見は昭和46年春のことで、農道新設工事中に土師器が数点出土し

た。この遺跡からわずか約500m離れた所に蒲沼の碑と呼ばれている良和5年銘の板碑があった。

八郎潟町には板碑が多くあり、国道 7号線沿いには真坂、夜叉袋、中島地区に板碑群が分布し

ている。ほとんどが南北朝時代(14世紀中葉~後半)にかけてのものである。この板碑群を扶

けて高岳山麓の標高約20mの所に、縄文時代中共Hの沢凶遺跡(2 )があり、昭和27年、 31年に

発掘調査された。その結果円筒上層A、B式、大木 8a、 8b， 9式土器が発見された。沢

跡から北東方向へ約 1kmほど行った所に室町末期の山城と考えられている浦城(3 )がある。

蒲沼遺跡から南東わずか 200mほどの所には中世城館と考えられている jljl切城(4 )があり、

蒲沼遺跡との関連性がうかがわれる。五城目町にもこのような中世城館が散在している。

第3節周辺遺跡 (第 i図)

蒲沼遺跡の周辺には、縄文時代から '1'世までの各時代の遺跡が多い。縄文晩期の遺跡として

五城目町の下台遺跡(7 )、同町中泉町遺跡(9 )があり、土i誌の他石銀、石匙、石斧等がlH

土している。弥生時代の泣跡はJl二)11町の新11¥]A、B遺跡 (14、13) があり弥生式土訴の他、五

銀、石匙、磨製石斧が出土しており、籾痕のある土器片'も見つかっている。県内で発掘調査さ

れた唯一の古墳として五城岳町の岩野山古墳群(10、11) があり、昭和36年より 38年と 49年に

発JJif1f制された。さらに蒲沼遺跡より 21切1の所に、石111奇遺跡(があり昭和47年に発ihl1
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調査が行なわれ、 i冊子Ijが発見された。 H¥土遺物として、須J11
:器、土師器、 、木簡風木片、

がある。このi玄E亦は秋田おた以北に羽?たな初日事が発見されたとして注呂されたj宣跡であり、

秋田部街跡の可能性があると考えられている。この他、古代の遺跡としては、五城目町の雀舘

(8 )、井川町小泉遺跡(1引がある。 rll世に入って、五域呂町に砂沢城(5 )が

あり昭和56年に発Jia¥調査された。この砂沢城跡のふもと付近に砂沢窯跡があリ、昭和41年に調

査されたがその後消滅してしまうた。

/ 
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発掘調査の概要第3章

遺跡の概観第 1節

H=1.600m 
遺跡の層序

蒲m遺跡は八郎潟の残存j胡から束に約 1km 

の地点にあり、かつてここは潟j坊となった時

2 期があったようである。現在南側約 1kmに馬

;場日 )11が西流しているが、遺跡の北側約30加

一一一一一一-L幽圃剛嗣刷働醐幽B

一一一一一

があり、 H~，i監のたびごとにに馬場印11の!日

4 このた沃土を運んだものと J忠われる。

同
h
J
V

は、粘質土が主体であるが部め、遺跡の

分的に表土から約50cm下の 3層と 4麿の 11c号、

5留の下に薄く砂層が入る地点もある。

遺跡の土層はおおむね以下のとおりである。

私虻コ時ZAcmオリーブ黒色(5 さ 10~15cm) 第 1層

土層断面図第 3図y ;~)粘質土。(耕作土)。

さ 15~20cm) オ 1)ーブ黒色 (5y 72)粘質土。小離を若干含む。第 2層

陶磁器、木製品、土製品等が出土する。

2層より青味が強〈、硬さ 15~20cm) 暗オリーブ灰色( 5 G Y釘)粘質土。第 3層

く締まっている。古代の土器が出土する。

この上に 2- 3 cmの砂層の堆積が見さlO-15cm)暗緑灰色 (7.5GYχ)粘質土。

られたりする。

第 4層

さ 10~15cm)暗緑灰色 (5G M)粘質士。粘性は上層に比べ弱い。下部にいくに第 5層

つれ小離を含むようになる。

遺物の出土状況2 

しかし遺物は第 2層から陶磁器、木製品、土製品今回の調査では遺構は検出されなかった。

その下の第 3層からは須恵器、土師器が出土した。出土した遺物は点在してお

7 

まとまった地点はない。

などが出土し、

、
、l
，f
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第2節調査の方法

昭和53年度範囲確認調査

範囲確認調査は、昭和54、55年度県営ほ場警備予定地域内を対象として行った。調査期間は

昭和53年10月16日から 10月21日までであった。

調査の方法は任意の基準点を決め、それに従づて平板て、束西南北に延長し、 10m毎に坪掘り

を行った。必要に応じて土層断面図を作成し遺物出土状況等の写真tl~影を行った。

2 昭和56年度発掘調査

本調査は上記の範閤確認調査に基づいて昭和56年 6月 1日から 6月30日まで実施した。グリ

ッド設定は秋田農林事務所土地改良課で設置した C地区の C-1控杭を基準点にして束のC

-2控杭を結び東西の基準線にして、それを A、B地区に延長した。グリソドは 5mX5mで設

置した。水路幅は、 A'B'C地区がそれぞれ 5m、 3m、2mなのでその幅に従って調査を

実施した。

グ 1)ッドの呼称は A、C地区が西から東に、 B地区は南から北にそれぞれ算用数字を 1から

付し、各地区名と組み合せて用い (A- 1、C-1など)グリッドの南東隅をグリッド名とし

た。

第3節調査の経過

1 昭和53年度範囲確認調査

範問確認調査は昭和53年10月16日から 10月21日まで実施した。対象地域は昭和54、55年度の

県営ほ場整備事業予定地域で、対象面積は約20，000ぼであった。昭和54年度分を A地匿、昭和

55年度分を B地区とした。 遺跡地内は水田で湧水がひどく、発射tl_~作業は困難を極めた。 遺物は

A地区では全く検出きれず、 B地区でまばらに出土した。出土層イ立はいずれも粘質土で、第 2層

からは陶磁器、木製品、第 3層からは土師器、 が出土した。南側では、第 3層が 1mtJ、

上もあり、遺物が出土しなかったので調査対象区外とした。

調査の結果、昭和155年度は場柊備地域内の一部で、

跡の範問を推定した。

2 昭和56年度発掘調査

調交JtJJl出は 6月 1日から 6月.30Bまでの 1ヶ月間実施した。

- 8 -
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1)杭打ちを行ない、 5月29日にプレハブが建てられた。

6月1日機材を搬入し、 C地区から調査を開始した。 II層中より陶磁器、木製品が出土した。

雨期で湧水がひどい。 6月4日、 C地区を終了した。 遺物は陶磁器片・木製品

土した。

ながら出

6月5I::!、 B地区の調査に入る。 6月6日、夜来の雨で既発掘区がぬかるみの:1犬態の為、排

水溝を掘り水を抜く作業を行った。

6月8日、 A地区の調査に入る。 A-5グリヅド ある5頁忠器杯が出土した。水路i福

が 5mと広く、また湧7J<.の うようにj1tまなくなった。 6月12日、 A-6、A-7グ

1)ッドに残りていた建物跡のコンク 1)ー卜の土問をブルで除去した。その後、杭打ち作業を行

う 6月19日、雨が降 1)続き間 1)の7J(路から 71-えがあふれ、作業に支障をきたす様になづたので、

発掘区の周囲に排水;曹を111MるC6月22日 23目、終日雨の為作業を中止し プレハブで遺物の

洗浄・注記を行う。 6J_::j 24日、 A 167、リソド付近で陶器、木製品の出土が多い。 6月25日、

から tft跡の jy;;景の写真1111~与を行う。 6 月 29 目、調査の全てを終了し、同30 日にプレハプの

解体、遺物の運搬をして全ての調査を終了したο

- 9 



第4章

第 1節 検出遺構と出土遺物

i 昭和53年度範間確認調査

検出遺構

遺構は検出されなかった

出土遺物

調査の記録

調査では土師器、須恵器、陶磁器、土製品、木製品が出土した。

土器

土師器杯(第 4図の 6・図版?の 6) 

全体の約%の体部が残存している。体部は外傾気味に立ち上り、口縁部はわずかに外反して

いる。口径は約15cmと推定される。内外ともに明瞭にロクロ痕が残る。色調は浅黄澄色を呈し

焼成は良好である。

須恵器杯、血(第 4図の 1、2、3、4、 5、7図版 7) 

1は底部からゆるやかに外傾しながら立ち!二がり、口縁部でわずかに外反している。底部は

屈転糸切り離しである。口径13.6cm底径 6.0cmて‘口径に対ーする底径の比率は0.44である。胎土

焼成とも良好で色調は青灰色を望す。 2は口縁部をわずかに欠くが完形に iJ]:いものである。成

部からゆるやかに立ち上がり体部でわずかに九味を帯び、口縁部はわずかに外反している。仁!

箆 13.0cm、底任 6.2cmて、 μ径に対ーする底設の比率は0.47である。底部は!勾厚な感じで、回転へ

ラ切り離しの後、底部から体部下半にかけてナデを施している。 3、4、 5は杯底部で 3は残

存部が施、 4、5は%である。 3は回転へラ切り離しで、胎土、焼成とも良好で色調は

を呈す。 4は回転糸切り離しで、胎土、焼成は良好で灰白色を呈す。 5の底部は回転糸切り離

しの後、端部を調繋しており、一条の沈線を巡すことで低い高台風に仕上げている。 7は体部

がゆるやかに立ち上がり口縁部が大きく外反している。高台のついた血形を呈すると忠われる。

須恵器聾(第 4図の 8・9・10 図版 7) 

8は焼成不良で白っぽしミ色をしている。外国にわずかに縄目のタタキ日がみられる o 9は外

国に縄日のタタキ自が、内面は青海波文である。 10も外国に縄自のタタキ目がある。胎土、焼

成は良好で青灰色を

- 10-
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範題確認調査出土土器第 4図

陶櫨器(第 5図の 1~ 8、図版 7) 

1は灰白色を呈し、胎土は灰色で精選きれている。碗と思2は唐津系の陶磁器である。

3は中2は内外部に灰利がかかっているが、外国の体部下半は粕がかかっていない。われる。

台部底面をていね

5は無利の陶器で内

合部底面には施粧がない。

4は底部のみである。糸切りで粕は茶色を呈する。

1
1ム

1
1品

国製の白磁で高杯である。色調は淡灰色を呈し、

いに削 1)出している。



外萌とも赤褐色を呈す。内商の斜め方向に る。 7は無:fIIJの陶器 である。外

面に刻印を砲している。 8は底部が糸切り離しで外面は部分的に茶色で内面は淡黄色を

6は淡灰色の脚で周閏に粗い竪形を砲しているハ

01/ ιゾ〆

ξ 三三 話す。
治詰竺日

第 5図 範囲確認調査出土掲磁器

土製品(第 6l2] 1、 3、 4、図!日ili8 ) 

いずれも土錘である。 1は浅黄色で筒形である。重さは

43g、長さは43mm、腕径は.31mmで月ある

縮製品(第 6図 2、図版 8) 

2'土陶f垂でによい を呈している。重さは 45g、

さは46mm、胴{歪33mm、子し径:は16mmである υ

木製品(第 7図、図版 8) 

1 ~ 3は箸でいずれも途r1"で折れている υ 2は断面が長

方形で先端部を削っており、わずかに焼けている。現存部

.-7 

一日

①

(U @ 05cm  

の長さは12.5cm、IIJ日はO.8cmていある。 3も先端をきれいに削第 8図 範密確認調査出土土製品

っている。先端部は焼けて、断面はほぼ四角に近い。現存部の長きは17.8cm、IIJ面は1.0cmで、ある。

4は付本しと思われる。端部に孔をあけている。現存部の長さ 10.8crn、i抑止は1.9cm厚さは O.5cmで

ある。 6は長さが30cmで 両端を細くしてくほ、めている。 何かを巻きつけた痕跡がある。 7は

つ山1
tム



である(註 1) c I析而は四角形を 5、8、 9、10は全体の形、用途が不明である。

註 1 用{更を済ませた後に尻を拭ったものであるという。秋田県立博物館鮪長 奈良修介氏

に1M]教示いただいた。

問
問
問
問
問
問
問
、

'
内
川
川

M
M
M
M山
川

w
w
u

Cコ 1 

口 7

。

2 昭和56年度発揮調査

検出遺構

出土遺物

i宣車存は十全出されなかつ

G 

にこフ

仁コ

第 7図範間確認調査出土木製品

口5

10 

06 

調査では土師器、須忠器、陶磁器、土製品、石製品、金属製品、木製品が出土した。

土器

こと師器杯(第 8図の 3、図版 9) 

底部からわずかに丸味をもって立ち上がる。底部は回転糸切り離し、内面にロクロ痕が残り

外部はわずかにその痕跡を残している。口径12.7cm、底径 5.3cmで口径に対する底径の比率は

13 -



0.41である。胎土は普通、焼成はやや不良で、色調は浅黄糧色を呈す。

土師器聾(第 8図 1、2、図版 9) 

1、2とも底部で、 1は底部からやや外傾気味に立ち上がる形と思われる。 2は底部外面に

成形のあとがあるが、デコボコしている υ 底部からやや外反しつつ立ち上がる形と思われる。

1. 2 とも色調はに v)~' い寅桂色を呈す。

須恵器杯(第 8図 4、図版 9) 

口縁部をわずかに欠くが完形に近いものである。底部からゆるやかに外傾しながら立ち上が

るの底部は回転糸切り離しで1""ケ」の墨書が認められる。全体的に器淳があり他の土器に比

べて安定感がある。口径13.6cm、庶径 6.5cmて、口径に付する底径の比率は0.48である。胎土、

焼成とも良好で一色調は灰白色を

3貰恵器聾(第 8図 5、図版 9') 

外面に縄自のタタキ自があり、内面は青海波文である。焼成不良で赤褐色を

にゴ___とこゴ
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関磁器

初期伊万里染付、唐津系施稲陶器、瀬戸系地利陶器、舶載陶磁器等が出土した。

初期伊万霊染付(第 9~11図 1 ~22、図版10、第 1 表)

組i片が多く、完形品は全くなかったができるだけ図示した。これらの中から特徴的なもの

をあげると次のとおりである。 1~14は碗である。 1 は草花文と思われ、鮮明な藍色で器面は

他の染付と比較して、やや白っぽい。 3は網文で、器厚が全体的に厚〈安定感、がある。 5も底

部から腰部にかけての器厚が厚い。器面はやや凸凹があり、くすんだ淡灰色を呈している。 7

は他の碗に比較して底部から腰部にかけての立ち上がりが緩やかである。全体に貫入が入る。

9の文様は鮮明 で、深めの向Ijり出し である。 10は他のものに比較して底径が大きく

底部から腰部にかけての立ち上がりが緩やかである。高台畳付は無利で砂粒が付着している。

11は高台が低く、底部が厚い。 には粧がなく、砂粒が付着している。 12は比較的深み

のある碗である。高台畳付には利がなく、砂粒が付着している。 14は口縁部付近の破片である。

12 とほぼ同じ器形と思われるが、器厚は比較的薄い。 15~19は口縁部の破片であるが、血形を

呈するものと思われる。 22は内面に軸を地さないものである。 21は高会畳付に砂粒が付着して

いる。 22は全体に利ののりが悪く、器面がややデコボコしている。

第 1表出土染付一覧表

挿図番号 名 吉右1 日寺 イ勺 器形 グリッド名 遺物番号

1 初期伊万里染付 江戸初(l7C前半) 碗 弓A之-同2月 24 
2 1/ 1/ 1/ 21 
3 1/ 1/ 1/ C-23 20 
4 11 11 " 守Aて-;F31号2 19 
5 11 1/ 1/ 26 
6 1/ 1/ 1/ 

弓A之-1司月9 23 
7 11 1/ 1/ 18 
8 " 1/ /1 

弓B之-旬1月 33 
9 1/ 1/ 1/ 27 
10 I! /1 /1 B 4 22 
11 1/ 1/ 1/ A-25 28 
12 !I /1 /1 A-21 17 
13 1/ !I !I A-3  43 
14 !I 1/ !I A-27 25 
15 If 1/ lIIl B-5  51 
16 11 11 If 

弓A之-旬2月 29 
17 11 If 1/ 38 
18 If 11 1/ A-25 34 
19 11 !I 11 B-9  31 
20 If If A-15 37 
21 " If A-1  45 
22 !I If 有主 司弓 30 

唐津糸掲器(第12~13図23~36 ・図版11、第 2 表)

計15点出土しているが完形品はなく、器形が不明のものも多い。 23は外部が赤褐色を皇し、

内面と高台畳付には粕を施さない。腰部に明瞭な段を有する。 24は灰粕を内面と外面の腰部ま

で施す。高台や底裏に明瞭なロクロ成形痕がある。血と思われる。 25は内面に柑は施さず、ロ

クロ成形痕が明瞭に残る。外国は淡黄色の柑で貫入が入る。 28は内面に成形の際の段を明瞭に

残し、手由は青みがかった茶色か淡い茶色を呈す。重ね焼きの跡が残っている。外面は無利で底

-15 



部よりやや上に足が付いていて緩やかに立ち上がる。器形は盤であろうか。 29は内面と外面上

半に稲がかかり茶色を呈し、器肌はザラザラしている。口縁部の下に口が付いていたもので片

口鉢である。 32は柑が灰色で見込み部に重ね焼きの痕跡が明瞭に残る。削り出し高台で、高台

内面と底裏には粕が部分的にかかる。 33は手rhが内面で淡茶色か濃茶色で、外面は灰白色の上に

茶色の濃淡で文様を表現している。 34は外聞が茶色がかうた淡黄色で流線的な文様を表現して

いる。 36は、指鉢の底部付近で、内面の下はかなり磨訴えしている D 外面は茶色がかった黒色を

λ
v
 

す口正

第2表 出土唐津系陶器一覧表

:jrji図番号 名 私z H寺 . 1~ '*器汗主 グリット名 遺物番号

23 唐津系陶器 安土・桃山(l6C後半) A-18 1 
24 ff /1 且1 A-25 5 
25 11 11 C -3  2ω 3 

26 /1 11 C 1 11 
27 11 11 A -14 40 
28 !I !I 7 A -19 10 
29 11 I! i片口封三 C 11 3 
30 11 11 JJn A-18 9 
31 !! 11 日 -5 52 
32 !! /1 A-20 16 
33 11 11 B-4  78 
34 !! 11 

巧B二同7月 36 
35 11 11 1JJ1 12 
36 11 11 十雷? 針五 B 5 68 

瀬戸糸陶器(第14図45、図版12、第 3表)

45の1点だけであるの底部は糸切り痕を残し、外国だけ淡い茶色の利を施す。 f由は薄くむ

らがある。

舶載陶磁器(第14図37~44、図版12、第 3 表)

37~39は中国製の白磁である。 37は高台部の破片て\手III調は灰色がかった白である。 39 は

口縁部で、 j炎い である。 37、39は血と思われる。 38は腰部から急、な立ち上がりを示すもの

で、外面には成形の J伎が明瞭に残る。内外国とも で、外面は柑ののり く部分的に器

肌が見えている。

40~43はいずれも明未の製品で、 40 、 41 は緑手fH陶器である。 40は内面が緑がかうた淡黄色で

見込みには重ね焼きの跡が残る。外一出は{本音15から腰部まで灰白色の手filがかかっている。 41は内

面が淡緑色か深みのある緑色で見込みに重ね焼きの跡が残る。外商は{本部から腰部まで柑がか

かり、くすんだ灰白色を呈している。 42は暗緑手Ij1陶磁器で土瓶の注口部付辺と思われる。注U

が欠けている。 は薄く、外面にのみ和iを施すo 43は輪花1JJLで粕は灰色がかった浅黄色で、

及び内面の見込みまでは及んでいない。全体に貫入が入る。外国の腰部と内面の口縁部下か

ら見込みまで彫刻!万状のもので縦に rlJ高4mmの長く浅い削りを施しているが それが全体を回る

ものと忠われる。

44は朝鮮系の自利陶器で高台部のみが残存している。 Wrtlは全体に不均一で気泌が入って小さ

- 16 -
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い孔があき、砂粒が付着している。畳付は無粕である。

第3表柏載陶磁器一覧表

挿図番号 名 初、 時 1-¥': 若き7f~ グリッド名 i立物番号

37 旬月 白 石主主 均月 illl A - 3  35 
38 同尽

青白
石主主 同月 A-26 7 

39 日月 磁 R尽 illl C 19 39 
40 日月 緑 lJ!rl:! 明末(16C後半17C初) 碗 A-16 8 
41 司月 繰 和1 1/ " A-23 6 
42 同月 日音 量羨 辛rIl " 土瓶 A-17 79 
43 明輪花服l 1/ illl 人 9 14 
44 i朝頼 鮮 系 白 柑

C -14 15 
45 戸系 陶 器 C -19 4 

そ5ヲ龍(J)淘議器(第15-17図46-71、図版12)

産地未詳の陶磁器が多いが、 46-48は県内産の五城目焼である可能性が考えられる。

46は底部が糸切り離しで、体部が底部から緩やかに立ち上がる。糊は内面が茶色でその上に

黒と暗緑色の粧がまだらにある。外面は一部に和が流れている。器内は厚〈、胎土には砂粒が

j昆入している。 47は壷で胴部がふくらんで口頭部ですぼみ、口緑部をつまみ出す様にして幅1.3

cmの平担部を作り出している。 48は口縁部を内と外につまみ出すようにして幅2.2cmの平担部を

作り出している。 47、48は茶褐色を呈している。

49-51は薄手で血形になるものである。 52は、薄手で灰白色を呈し、器面がザラザラしてい

る。

53は暗赤褐色で内面にアテ板痕が残る。

54-62はいずれも口緑部であるが播鉢か盤と思われるもので口設が23-33cmと大きい。口縁

部の形態は①肥厚するもの (54-56、61、62) 、②丸みをもつもの (57、59、60) 、③くの字

tえになるもの (58) などがある。 57は青灰色、他は暗褐色を呈す。

63-71は播鉢である。 63、64はによい褐色で胎土に砂が入り、内外面ともザラザラしている。

同一個体であろう。 65、66は深みのある茶色の柑がかかる。 67、69、71は暗褐色である。 68、

71は赤褐色である。 68、70は赤褐色で器面がザラザラしている。

土製品(第18図 1- 7、図版 9) 

土鍾 1、 3-5は土錘で筒形をなすものである。いずれも浅黄色で胎土に細かい砂粒を

1、4、5は半分以上欠損しているが、 3はほぼ完形品で重きは50g、長き 53mm、制径

は31.5mm、孔在10.5mmである。 2は細長く、赤褐色を呈するもので、重さ 10g、長さ 53.5mm、

胴径:15mm、子し径:は4.4mmである。

員愚呂 6、 7とも脚及ぴその周辺に丁寧な成形を施しているの胎土に砂粒を含み、焼成

は良好でにぶい諸色を呈している。

石製品( 、図版 9) 

砥石 1は欠損しているが長方形を呈すものであろうか。片面と側辺には擦った痕跡がみ

られ、欠損部付近に 2個の穴を穿っている。石質は泥岩である。 2は全面の上下に擦った痕跡、

ハむつJ
M



がある。石質は凝灰岩である。

硯 1点だけ出土した。 3は外提部が欠けて中ほどが窪んでいる。全体に擦った痕跡が見

られる。後に砥石として転用したものであろう。石質は泥岩である。

金属製品(第20図 1~12、図版13)

鎚 2は誌と思われるもので長さ 5cm、i隔1.0cmである。中ほどに鋲穴を有している。

3は全長8.3cm、刃部5.7cm、柄部が4.2cmで、ある。

言T 7は頭が丸い欽釘で失端部が由っている。全長13.5cm、i福O包 5cmで‘ある。

キセJレ 2本出土している。 11は雁首部の長さ 6.8cm、吸口部6.25cmである。10は雁首部だ

けであるがその長さは7.4cmと11より長い。

古銭 12は寛永通宝である。

その他の金属製品 1は両端を欠くが、形状は銭と良く似ているもので内側の中ほどに鋲

が打たれている。 4、6は突き刺す時に使われたものと思われる。 6は茎の部分が細〈中ほど

が太くなるものである。 8は取手:1犬の鉄製品である。鋲が中ほどの 2ケ所に打ち込まれており

それと並んで間に鋲町、 2穴がある。 9は銅製であるが残片の為詳細は不明である。

木製品(第21隠]1~36、図版14)

底椋(葦) 桶か樽、曲物の底板あるいは蓋と考えられるもので合計8点出土した。 4は

完形品であるが、地は半分かそれ以下しか残っていない。 2、 3、 4は小形の曲物の底板であ

る。

第ヰ表出土底板(叢)一覧表

挿図番号 グリッド名 f歪(cm) !事き (cm) 遺物番号 イ蒲 考

1 C-2  11.6 2.5 19 
ιつJ A 8 9.9 0.8 1 

曲曲物物のの底底板板
3 A-3  10.25 1.0 5 
4 B 9 6.5 1.2 7 曲物の底板
S C -15 12.5 1.3 3 
6 C -19 17.4 1.3 15 
7 B-5  19.7 1.3 13 
8 A-26 19.5 1.4 27 

下駄 9は連歯下駄で4分の l以下しかな1;'0 前は丸くなっており、円形の鼻;者子しがある。

には!者の痕跡が見られる。

10、11はいずれも に広がる である。 10は長さ 105cm、幅12cm、

さ 1.5cmで、 11ii長さ 9.0cm、、厚さ1.5cmとほぼitl， である。

いずれも途中で折れているものばかりで全体の長さがわかるものはない。断苗iは丸い

ものと のものとに分かれる。 12~15 、 18は を部っ らせている。
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第5表出土審一覧表

τ士 i1ミ
仲間番号 グリソト名

f長 き (cm) !lJt詰 (cm) 
造物干存号 1rm 量J子

12 C -16 6.6 0.4 24 欠如品、先端部
13 C-9  7.2 0.7 16 うに.jllS?1、 11 

14 A - 1  5.2 0.6 21 ク，>111，r，11、 /1 

15 C -15 6.7 0.7 26 ク'(-111品、 " 
16 A 14 6.4 0.4 29 11 

17 C-ll 7.5 0.6 36 11 

18 C -14 7.6 0.6 22 11 ラt端i1fIS
19 A-14 7.5 0.6 30 11 

20 C-ll 7.9 0.8 35 11 

21 C-ll 4.0 0.6 34 11 

22 C-ll 4.7 0.5 33 11 

23 C-24 6.0 0.4 18 11 

24 C -15 6.2 0.7 25 11 

25 C -16 7.8 0.5 23 " 
26 C -17 19.2 0.7 20 11 

27 B - 2  11.3 0.6 14 11 

28 A 5 11. 2 0.8 12 11 

繕の脚 2点出土しており、膳の脚と思われるものである。 30は高さ 7.5cm，r隔0.7cm、31は

さ7.5cm、幅0.8cmとほほ引スた数怖を示す。 31は組み込み部に竹釘が 2本残っており、膳に回

定する時打たれたものであろう。

戸車 32が 1点だけであるの円形を主し 怪は4.4cm 孔径は1.0cmである。

箪木 本調査ではおの 1}，~だけであるが、範問確認調査でも 1 点11\土している。先端部は

偏平でへラ状になっている。

29、33、34、35は全体の形状、用途は不明の木製品である。
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間

h
d第 まとめ

範回確認調査と今回の調査で遺構は全く検出されず、遺物がまとまって出土した地点はない。

遺物は平安時代の土師器、須恵器の他に陶磁器、土製品、陶製品、石製品、金属製品、木製品

が出土した。

平安時代の土師器、須恵器は、細片が多く図示できたのは土師器杯、土師器言葉、項恵器杯、

須恵器護の15点である。その中で須恵器杯が 7点と多く、その特徴はロクロ水挽き成形で、底

部は回転糸切り離し 5点とへラ切り離し 2点があり、ヘラ切り離しの中の 1点だけ調整のナテー

を施すものがある。その中に墨書土器が 1点ある。

陶磁器は細片で器形不明のものも多く、また産地未詳のものもあった。その中で初期伊万理

染付、唐津系胸器、明未の陶磁器が主体を占め、年代は16世紀後半-17世紀初めと考えられる。

遺跡の周辺には南東約 2kmに秋田郡街跡と推定される石崎遺跡、八郎j胡の西約 9kmには海老

沢窯跡、などがある。本遺跡出土の墨書土器の存在や須恵器の焼成地の問題などからこれらの遺

跡との関連性が考えられる。

遺跡の南東の隣接地には沼地と中島を利用して築城された押切域があり、存続年代は天正(15

73-1592) -慶長(1596-1615)年間頃( とされる。本遺跡からは遺構は全く発見されな

かったが、遺物などからして本遺跡、との深い関連性がうかがわれる。

註 角川書活 『角)11日本地名大辞典 5 秋同県」 昭和55年
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図版 1 上 遺跡温景 {穏山から北西を望む)
下遭..最(北砂陶)
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白地区開査於T後(陶砂北)

B地区調査腕 (陶砂北)
よ
下

図版2



図版S よ C地区関査続す後(笥砂車)

下 A地区蹟童書聖T後{茜砂東}



図版4 上土層厳笛
τ 陶磁器出土状況



図版5 よ陶磁器出土状，見

下陶磁韓出土状況
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図版8 範回確認調査出土土製品・梅製品・木桜晶
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図版10 出土染付
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図版11 出土膚湾系陶器
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図版12 出土紛載掲磁銭・情書事・その他の梅磁器
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図版14 出土木製品
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